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（温室効果ガス削減量算定シート(入力例)） 
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１．入力条件 

  排出量を算定する港湾における各種条件は以下のとおりである。 

 (1) 停泊中の船舶 

表１－１ 停泊中の船舶の入力条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 荷役（荷役機械等） 

表１－２ 荷役機械による電力消費量 

荷役機械名 基数 電力消費量(kWh)

ｶﾞﾝﾄﾘｰｸﾚｰﾝ 6 72,000 

固定式ｸﾚｰﾝ 3 7,200 

 

1 客　船 外航船 30,000 ～ 39,999 35,000 5.0 5 Ｃ重油

2 客　船 外航船 5,000 ～ 9,999 8,200 5.0 13 Ｃ重油

3 客　船 外航船 1,000 ～ 2,999 2,700 5.0 50 Ｃ重油

4 客　船 内航船 5,000 ～ 9,999 7,850 3.0 42 Ｃ重油

5 客　船 内航船 1,000 ～ 2,999 1,290 3.0 15 Ｃ重油

6 客　船 内航船 500 ～ 999 600 3.0 22 Ｃ重油

7 貨客船 外航船 5,000 ～ 9,999 5,500 4.0 20 Ｃ重油

8 貨客船 外航船 3,000 ～ 4,999 3,150 4.0 50 Ｃ重油

9 自動車航送船 内航船 1,000 ～ 2,999 2,250 2.0 556 Ｃ重油

10 自動車航送船 内航船 500 ～ 999 542 2.0 820 Ｃ重油

11 フルコンテナ船 外航船 50,000 ～ 70,700 10.0 51 Ｃ重油

12 フルコンテナ船 外航船 20,000 ～ 29,999 27,200 10.0 176 Ｃ重油

13 フルコンテナ船 外航船 5,000 ～ 9,999 6,700 10.0 102 Ｃ重油

14 フルコンテナ船 内航船 1,000 ～ 2,999 2,075 10.0 331 Ｃ重油

15 フルコンテナ船 内航船 500 ～ 999 980 10.0 49 Ｃ重油

16 フルコンテナ船 内航船 100 ～ 499 400 10.0 89 Ｃ重油

17 ＬＮＧタンカ－ 外航船 40,000 ～ 49,999 49,750 6.0 34 Ｃ重油

18 タンカ－ 外航船 30,000 ～ 39,999 33,690 6.0 717 Ｃ重油

19 タンカ－ 外航船 10,000 ～ 19,999 14,800 6.0 63 Ｃ重油

20 ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾀﾝｶｰ 内航船 1,000 ～ 2,999 1,560 3.0 5 Ｃ重油

21 油送船 内航船 500 ～ 999 780 3.0 402 Ｃ重油

22 油送船 内航船 100 ～ 499 499 3.0 1,280 Ｃ重油

23 一般貨物船 外航船 40,000 ～ 49,999 44,200 15.0 498 Ｃ重油

24 穀物船 外航船 20,000 ～ 29,999 26,200 15.0 38 Ｃ重油

25 鋼材船 外航船 10,000 ～ 19,999 17,420 15.0 72 Ｃ重油

26 ｾﾐｺﾝﾃﾅ船 外航船 5,000 ～ 9,999 7,890 15.0 815 Ｃ重油

27 一般貨物船 外航船 1,000 ～ 2,999 2,640 15.0 421 Ｃ重油

28 セメント船 内航船 5,000 ～ 9,999 5,940 12.0 1,819 Ｃ重油

29 自動車専用船 内航船 3,000 ～ 4,999 3,300 12.0 339 Ｃ重油

30 その他専用船 内航船 1,000 ～ 2,999 1,820 12.0 1,002 Ｃ重油

31 材木船 内航船 500 ～ 999 700 12.0 3,630 Ｃ重油

32 一般貨物船 内航船 100 ～ 499 499 12.0 691 Ｃ重油

33 漁　船 外航船 100 ～ 499 250 14.0 14 Ｃ重油

34 漁　船 内航船 ～ 99 49 14.0 87 Ｃ重油

35 巡視船 外航船 ～ 99 63 14.0 362 Ｃ重油

36 その他船舶 内航船 ～ 99 42 14.0 275 Ｃ重油

14,955合　　　　計

船　種 燃料の種類③船型区分

 注）入力時の船種は以下のとおり設定する。
 　　・客船 → 客船　　　　　　　　　　 ・貨客船 → フェリー　　　　　・自動車航送船 → フェリー
   　・フルコンテナ船 → フルコンテナ船 ・ＬＮＧタンカー → タンカー　・タンカー → タンカー
　　 ・ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾀﾝｶｰ → タンカー    　　 ・油送船 → タンカー 　　　　 ・一般貨物船 → 貨物船
     ・穀物船 → 貨物船 　　　　　　　  ・鋼材船 → 貨物船    　　   ・セメント船 → 貨物船
　　 ・ｾﾐｺﾝﾃﾅ船 → 貨物船　　　        ・自動車専用船 → 貨物船  　  ・その他専用船 → 貨物船
 　　・材木船 → 貨物船　　　　　  　　 ・漁船 → 漁船 　　　　　　　 ・巡視船 → その他
 　　・その他船舶 → その他

入港隻数
(隻/年)

平均船型
(総ﾄﾝ数)

停泊時間
(ｈ/回)

内･外航別No.
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表１－３ 荷役機械による燃料消費量 

荷役機械名 台数 燃料消費量(ℓ) 

ﾄﾗﾝｽﾌｧｸﾚｰﾝ 15 15,000 

ｽﾄﾗﾄﾞﾙｷｬﾘｱ 35 1,400,000 

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ 8 4,800 

注）燃料は軽油とする。 

 

(3) 荷役（管理棟・ヤード照明等） 

表１－４ 管理棟・ヤード照明等による電力消費量 

入力項目 面積(㎡) 電力消費量(kWh)

管理棟 1,000 230,000 

 
(4) 渋滞（ゲート待ち車両） 

表１－５ 渋滞（ゲート待ち車両）の入力条件 

入力項目 燃料消費量(ℓ) 

平均待ち時間(ｈ/回) 4.0 

平均待ち台数(台/回) 60 

渋滞発生回数(回/年) 300 

注）燃料は軽油とする。 

 

(5) 港内輸送（横持ち輸送） 

表１－６ 港内輸送（横持ち輸送）の入力条件 

入力項目 入力条件 

輸送距離(㎞) 4.0 

走行台数(台/年) 2,000 

燃費(ℓ/㎞) 0.4 

注 1)燃費は国土技術政策総合研究所資料より設定。 

注 2)輸送車両はコンテナ車両、燃料は軽油。 

注 3)燃費法で算定する。 

 

(6) 背後圏輸送 

表１－７ 背後圏輸送の入力条件 

入力項目 入力条件 

貨物量(ｔ/年) 4,000,000 

輸送距離(㎞) 90.0 

注 1)輸送車両はコンテナ車両、燃料は軽油。 

注 2)改良トンキロ法で算定する。 
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２．削減対策の内容 

  想定した各削減対策の内容は表２－１に示すとおりである。 

表２－１ 削減対策の内容 

温室効果ガスの排出源 削減対策の内容 

停泊中の船舶 ・フルコンテナ船及び貨物船の内航船の一部に陸上

電力を供給し、補機ﾃﾞｨｰｾﾞﾙを停止させることによ

り温室効果ガスの排出を削減する。 

対象船舶の入港隻数 

  フルコンテナ船：391 隻/469 隻(内航船) 

貨物船：3,468 隻/7,481 隻(内航船) 

陸上電力の供給時間： 

各停泊時間から入港時及び出港時の各１

時間を除いた時間と想定する。 
荷役（荷役機械等） ・荷役機械の一部をハイブリット式等の省エネタイ

プのものに置き換え、電力使用量及び燃料使用量

を抑制することにより、温室効果ガスの排出を削

減する。 
    荷役機械  対象基数  削減効果 

ｶﾞﾝﾄﾘｰｸﾚｰﾝ   3 基         40％ 

   固定式ｸﾚｰﾝ    1 基         25％ 

ﾄﾗﾝｽﾌｧｸﾚｰﾝ    5 台         50％ 

ｽﾄﾗﾄﾞﾙｷｬﾘｱ    15 台         50％ 

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ       4 台         45％  

荷役（管理棟・ヤード照明等） ・管理棟の空調の更新等による電気効率の改善 

・管理棟の電力の一部に太陽光発電等の再生可能エ

ネルギーを利用する。 

  空調の更新等による削減効果：10％ 

  再生可能エネルギーの利用：100,000 (kWh) 
渋滞（ゲート待ち車両） ・ゲートのオープン時間を延長等することによりゲ

ート前での待ち時間を縮減する。 

  ゲート待ち時間：4.0 時間 → 1.5 時間 
港内輸送（横持ち輸送） ・トレーラ等による陸上輸送の内、年間 800 台分（貨

物量 9700t と想定）の貨物を海上輸送及び鉄道輸

送に振り替えて温室効果ガスの排出を削減する。

  海上輸送：輸送回数       60 回/年 

１回あたりの貨物量 120ｔ/回 

輸送距離      3.0 ㎞ 

鉄道輸送：輸送回数       50 回/年 

１回あたりの貨物量  50ｔ/回 

輸送距離      4.0 ㎞ 

背後圏輸送 ・トレーラ等による陸上輸送の内、年間 200,000t の

貨物を鉄道輸送に振り替えて温室効果ガスの排出

を削減する。 

鉄道輸送：輸送回数       500 回/年 

１回あたりの貨物量  400ｔ/回 

輸送距離      80.0 ㎞ 
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削減対策は、陸上輸送 800 台分を

海上輸送及び鉄道輸送に振り替え

た場合を想定 
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削減対策は、陸上輸送 200,000t 分

を鉄道輸送に振り替えた場合を想
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